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似絵，室町時代の水嶋画，やまと絵，桃山時代の絢澗たる

扉風絵，江戸時代の遊楽Ⅸ|，宗達光琳派，浮世絵，狩り脈，

文人画，円山派，復iIfやまと絵等々 1-'-1世，近枇の美術展開

をコンパクトに振り返ることができる展示となった。開館

１０周年の記念展として、ローマ展の会場写真や「随身庭騎

絵巻」の部分などを会場壁而一杯に引き伸ばし，雰開気を

、

開館10周年記念

大倉集古館の名宝
』、

○会期平成１９年１０月27日(土)～12月９日（日）

◎主催等主催：茨城県天心記念五浦美術館

特別協力：大倉集占館／ホテルオークラ東京

後援：ＮＨＫ水戸放送局

◎ポスターＢ２

０チラシＡ３２つ折り観音開き

Ｏ図録297×211ｍｍ200頁

編集：水野美術館，北海道立近代美術館，茨城県

天心記念五浦美術館，入倉集古館

発行：水野美術館，ＨＢＣ北海道放送局，茨城県

天心記念五浦美術館，大倉集古館

Ｏ入場者数29,875人

◎観覧料一般600(500)円／高大生400(300)円／

小中生200(150)''１

※（）内は20名以上の1,11体料金

Ｏ出品点数６４点

ｏ内容解説

日本初の私立美術館として，実業家大倉喜八郎により大

正６年に設立された人倉集古館は，国宝・重要文化財を含

む数多い日本東洋の古美術品に加え，昭和５年にイタリア

で開催された「ローマ開催ｎ本美術展」の出品作を中心と

した近代日本画の優品を揃えた美術館である。

本展は，第１部「ローマ開催||木美術展の名画」として，

県内初公開となる横山大観の傑作「夜桜」をはじめ前H1青

祁の「洞窟の頼朝」など，昭利初期のF1本画家が描いた名

作26点を紹介し，第２部「''１世．近世絵画の輝き」では，

鎌倉時代の似絵(にせえ)の-一級品，国宝｢随身庭騎絵巻(ず

いじんていきえまき)｣を筆頭に、「石清水八幡塁茶羅Ｍ｣．

久隅守景の「賀茂競馬(かもくらべうま)・宇治茶摘Ⅸ|」と

いう２点の重要文化財を含めた中世・近世の名画36点を紹

介した。

第１部が、ほぼ昭和５年の11本画の状況が伝わる展示で

あったのに対して，第２部のILi美術は，鎌倉時代の仏画，

盛りｔげた。

⑥担当小泉淳一（首席学芸員）

⑳関連事業

ギャラリートーク

担当小泉淳一（間.席学芸員）

ロ時１１月10日（ｋ）午後１時30分～

１１月17,(土）午後１時30分～

会場展示室Ａ・Ｂ・Ｃ

Ｏ関連イベント

１０周年記念関連イベント

１０周年記念展オープニングセレモニー

期日１１月26｢I（金）

会場展望ギャラリー

協賛株式会社伊勢甚本社

お茶会

期日１１月2511（11）

会場エントランスロビー

協賛株式会社カワサキフードサービヌ

協力裏千家茶道岸宗園社中

「ポスターでたどる開館10年の歩み」展示

ｎ時会期中

会場展望ロビー

絵はがきプレゼント

期日１０月27口(士)，１１月８日（木）

Ｏ関連記事

｢特集:天心と五浦一天心のこころを未来に－第３章天

心を受け継いだもの／開館10周年記念大倉集古館の名

宝」９月【広報きたいばらき】

｢271~|から『大倉集占館の名宝』国宝など64点」

１０月24日【常陽新聞】
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展示活動所蔵品展

第３回所蔵品展日本美術院の画家たち－２０世紀の日本画平成１９年１２月１３日(木)～１２月２４日(月｡振）

２０世紀の11本は急激な西洋化と近代化に伴い、社会の仕組みや人々の意識が大きく変化した時代。このような時代の変

化とともに||本画もその時々の美意識や‘価値観を反映するとともに，西洋絵画の影響も受けながら近代絵IiIiiとして洗練さ

れた多彩な作品を生み出してきた。

明治31年（1898）に岡倉天心らによって創設された|_|本美術院（院展）は，明治39年（1906）の_丘浦移転，大''２３年

(1914）の横111大観らによる再興などを経て現在まで，２０世紀の日本IllIiの歴史とともに歩んできた。また，院展のIIlIi家たち

は，天心の遺志を受け継ぎ，個性を尊重した自由な制作を求めて研縦を重ね，日本画の発展に大きく寄与してきた。

本展では，横山大観，下村観山ら日本美術院創立時のメンバーから，現在活躍巾の画家までの作品28点を展示し，明治か

ら平成に至る日本IIljiの変遷と多様化を紹介した。

◎出品目録

NOL作者名(生年順）生没年作品名
う俄人

１小１１１竿銭 1868-1938浮動する山岳

２横山大観1868-1958
つき思うや三

月満Ｉ上
こげつ

３西郷孤lｌ 1873-1912怒涛.爆術

４下村側IlIl873-l930
さき

雨中鴬

５木村武''11876-1942Ｒ月秋冬
しこふ

６今村紫糸Ｉ
凧う&ん

７小杉放)ｲh6

1880-1916海辺図

１８８１‐1964老子

８小林rlf経1883-1957少女
101曲ひこ

９安111噸彦
世いそA

lOlMilI1背iIl（
ｆＪも庵

１１小茂111
'世いじゅ

ｌｌｊ:Mil

1８８４－１９７８

1885-1977

１８９１‐１９３３

らふゼ九

羅浮'1１１
1.みよしもつＴ

住吉言旨
さぎんか

１１｣茶花

制作年材質・技法・形状大きさ(c､）備考

昭和３年紺本･羅画･軸装 94.8×121寄託

昭和12年紙本･墨画･軸装 ６５４×99.3

明治33年頃細木･彩色･軸装(対1幅）各116.2×50.3

|ﾘ1治41年頃紙木･鰹IIlIi･軸装 ７０×１２１３

火服期細木.彩色･軸装(対幅）各129×40.1梢座一ば氏寄州

明治4.1年噸紺水･彩色･軸装 96.3×３５．６

昭和30年代紙水･墨lIIIi淡彩･iliIlI装４５．６×51.3

火正１３年頃紺水･彩色･!Iilll装 123×4２

||州ilO年頃紺木･彩色･jIilIl装 129.5×50.8

人正４年細木･彩色･!lIlII装 116×50.3

昭和６年頃紙本・彩色・IIilII装112.2×31.7
ざ上しゆり

１２速水棚I舟 1894-1935洛外六題宇治大ilZ6年紙本･彩色･額装 ４２×１０Ｃ

ひとＬ

ｌ３シi1i原斉 1896-1956宵 昭和30年紙本･彩色･額装
ら呂荊う

1４太、聴Nｊ 1896-1958
鍬いが<

西郷南州と橋本景岳，i召和,8年頃紙木.彩色･額装
ざんり罰

1５酒ノド三良

1６小松均
こうじ

1７羽ｲｉ光志

低き2

1897-1969汀

1902-1989牡丹

1903-1988宇治川
なぱため

１８ガI波多1１
こうぜい

１１塵屋1905-1989化身

１９高崎
－ワ

１１４１
〆、

ル、ぞう

２０１１１１'１撚三

１９０８‐１９８Fｉ

１９０９‐１９６７

Ｚ二うしん

浄心
ぶつでＬ

仏弟子

２１吉|Ｔｌ縛彦1912-2001浅間Fll明
こ計へｌ‘

２２森ⅡlIlMi．､ド 1916-1994波止場

２３鎌倉秀雄1930‐
J君う

f鴬

２４邪波多目功一1933.廃園

２５小谷泳雅美1933‐終宴
８mろし

２６川iWi臓上 1941. 111

2７田澗ｌ俊夫1941.
ことう

湖東
みおこ

２８菊''’三縦ｆ

AnnualReportH1g

1944‐花影

昭和36年紙本.彩色.額装

昭和21年紙本･彩色･額装

昭和39年紙木.彩色.額装

昭和50年紙本･彩色･額装

昭和58年紙木.彩色.額装

昭和38年紙本･彩色･額装

昭和53年紙水.彩,色.額装

､Ｗｋ６年紙水･彩色･額装

平成１０年紙本･彩色･額装

I|/州'58年紙本･彩色･額装

平成10年紙本･彩色･額装

平成９年紙木･彩色･額装

11/州151年紙木･彩色･額装

平成７年紙水･彩色･額装

230-3×1９４５

１３９×１７６

103×１３３

282.5×２１４５

200.2×242.4寄託

222×１６２ 作者寄鵬

227×１８２ 高崎典一氏寄贈

180×226

162.1×130.3寄託

89.2×40.7森Ill貞子氏寄蝋

180.3×226.5作者寄鵬

１６０×１１２

218.5×173.5節'''''1天心記念茨城掴

175×222 第３Ipl天心記念茨城賞

129×1６１ 寄託

210×168 第llI1i天心記念茨城衝

9９
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